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メディア融合時代到来!
【コンテンツ至上主義】視聴者が「選ぶ」メディアは?
多チャンネル放送研究所 + 音 好宏（上智大学教授＆多チャンネル放送研究所所長）編著

急速に台頭してきた有料動画配信サービス（OTT）の利用実態や、その潜在的ニーズ等を明らかにする
とともに、多チャンネル放送に与える影響、多チャンネル放送とOTTとの関係等を分析。メディア融合時
代の多チャンネル放送の今と未来を読み解きます。

●編著：多チャンネル放送研究所 + 音 好宏所長
●編集・発行：サテマガBi
●発行日：2016年12月25日
●ページ数：182ページ
●サイズ：A5判 ※購入は大手書店、Amazon、サテマガBi HPにて

定価:2,200円（税別）

有料放送＆VODビジネスがわかる！ 新社会人にもオススメの一冊
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〈読者の皆さまへ〉
「DATAページ」（各プラットフォーム別加入状況および業界動向データ、CS/BSペイテレビ接触率ランキングなど）の
掲載を今号も見送ることとなりました。上記各種データは、誌面には掲載しておりませんが、11月10日に弊社HP

（http://www.satemaga.co.jp/）にPDFにてアップしております。お手数ですが、こちらから閲覧くださいますようお
願い申し上げます。

2020年11月10日 サテマガ・ビー・アイ（株） 月刊「B-maga」発行人  一瀬悦子／編集長  池和田一里

月のオランダ「IBC」、10月の「CEATEC 2020」
がそれぞれリアルイベントを中止し、オンライン展
示会をシフト。11月の「Inter BEE2020」もオンラ
イン開催として実施される。

そのようななか、「通信・放送Week 2020」がリ
アルイベントとして開催された。120社が出展し来場者数
は昨年比65％減（前年来場者数：2万6,431人）の9,252
人となった。なお、幕張メッセで同時開催された「Japan IT 
秋」と「AI・人工知能EXPO 秋」には、それぞれが2万2,314
人、8,449人が来場した。コロナ禍の影響を色濃く受ける

2020年10月28日～30日に、「第5回 通信・放送
Week」が幕張メッセにて開催された。今年は新型コロナ
ウイルス感染症拡大により、全世界で展示会が中止もし

くは延期となった。
放送関係だけで
みても、4月の米
国ラスベガスで

「NAB2020」、
6月の「ケーブル
技術ショー」、9

結果となったものの、展示内容は従来通り、先端技術が
集結したものに変わりはない。
「通信・放送Week」のレポートをP46＆47にて掲載し

ています。また、サテマガBIのHPでは、動画を交えたレポー
トを掲載予定です。こちらもチェックしてください。

CLOSE SHOT
「第5回 通信・放送Week」が10月28日～30日実施
コロナ禍のなか、9,000人以上を集客

「通信・放送Week」の会場の様子


